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図2 マルコフモデル 状態 (i，j， k)は正常なプロセッサ，メモリ，ネットワークがそれぞれi，j， k台であることを，状態F
はシステムが降答状態で、あることを表している.矢印に付加されている値は，対応する状態遷移が起る頻度(遷移系)を示している.
となり，その平均故障時間は l/nA，すなわち，ワーク
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